
「子ども中心」の取組み

中野区児童相談所
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中野区児童相談所

コスト
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人 口 約3４万人 （こども人口：3万5千人）

面 積 15.59ｋ㎡

令和2年4月 江戸川区 世田谷区
令和2年7月 荒川区 令和8年4月現在
令和3年4月 港区 23区中10区が区児童
令和4年4月 中野区 相談所を設置

令和8年度に杉並区が区児童相談所を設置します。北区も区児童相談所の設置に向けて準備を進めています。

近隣区では、練馬区は東京都練馬児童相談所が設置されました。渋谷区は区児相の設置は行わずに東京都と連携
するとし、新宿区は、昨年末に区児童相談所の設置を断念したと報道がありました。



中野区の子ども・家庭相談の仕組

医療機関 警察

乳児院・児童養護施設・里親等

福祉施設 社会福祉協議会

死亡・生命の危険

分離・保護が必要

早期対応
在宅支援

未然防止・早期発見
養育支援

自立的な養育が可能
子育てサービス利用

子ども・若者支援センター
子ども・若者支援課
・総合相談
※ 要保護児童対策地域協議会調整機関
・若者相談 若者フリースペース
・社会的養護自立支援拠点事業

児童福祉課
・児童相談所（虐待相談・対応等）

学務課
・就学相談

教育センター
・教育相談室
・教育支援室（フリーステップルーム）

すこやか福祉センター（区内４か所）
保健師・福祉職・心理職・栄養士

・妊娠期から子ども期までの保健・福祉の総合相談・支援
・18歳以下の子どものいる家庭への支援

要保護児童対策地域協議会

保育園等 民生委員・児童委員

学校・幼稚園等

児童館 学童クラブ

キッズプラザ

子育てひろば 次世代育成委員

保護司会

進
行
管
理
会
議

こども家庭センター

児童館（基幹型児童館区内9カ所）
福祉職

・より身近な場所での相談・情報共有・助言等

地域子育て相談機関

連
携

法曹会

3



4

〇中野区児童相談所運営基本方針

１ 基本姿勢
私たちは子どもの命、安全を確保した上で、子どもの夢と希望
を実現するため、あらゆる人と手を携え、子どもの最善の利益が
達成できるよう、努めます。

２ 基本方針・取組
①子どもの命、安全を最優先に行動します。
②子どもに会い、夢と希望を教えてもらうことから始めます。
③家族が主体的に子どもの安全を創り、夢と希望を実現でき

るように支援します。
④支援者、地域、関係機関と手を携え、支援の隙間に落ちるこ

とのないよう、家族の取組を支えます。
⑤専門性を高める努力を惜しまず、常に実践から学び、児童福

祉の専門家として誇りを持って職務に取り組みます。

【当事者中心の関り】
家族が主体的に 子どもの安全をつくることを

あらゆる人と手を携えて 支える

子どもの意見
聴取等措置

子どもの意見
表明等支援



〇運営の基本
サインズ・オブ・セーフティ アプローチ

職員啓発 子ども・家庭支援の強み 共通の指針

〇私たちは、常に子どもの思い・願いを支
援の中心において、家族とともに大切に
していきます。

〇支援は子どもたちから、｢心配なこと」
｢安心なこと｣｢夢・希望｣を教えてもらうこ
とからはじめ、子どもに絵や文章で表現し
てもらうようにします。

〇子どもに許可を取って、子どもの思い・
願いを、家族に見ていただきます。

〇子どもの願いに触れたとき、家族の中
に何かが生まれ、家族は動き出します。

〇子どもの願いの実現のために児童相談
所との協働が始まっていきます。

〇アセスメントは家族とともに行います。児
童相談所は、子どもに起きた「心配な出来
事」をつぶさに把握するとともに、「安心」
「これからおきるとよいこと」を家族ととも
に話し合い、まとめていきます。
〇「心配な出来事」については、単に虐待の
告知をするということではなく「そうした状
況が何も変わらなければ、子どもにどのよ
うな危険が起きる可能性があるのか」につ
いて家族と共有します。
〇子どもの未来の危険を共有することで児
童相談所がかかわる理由を説明し、家族が
今起きていることの現実を受け止められる
支援をしていきます。
〇その上で、子どもの安全が守られ、幸せ
な生活が送られている姿「安全のゴール」を
共有しそれに向かって家族と児童相談所は
協働していきます。

〇家族は、アセスメントをふまえ、子ども
の安全な生活のために何があればよいか
を主体的に考えます。

〇児童相談所は、家族自らが親族、友人、
知人など身近な支援者とともに家族の強
みを活かした安全プラン（危険な状況の
回避策）をつくることができるよう支援し
ます。

〇児童相談所と地域の関係機関は、日々
の関わりやサービス利用などがスムーズ
にいくように必要な情報を共有し、家族が
子どもの夢と希望の実現に向けて歩みだ
し、子どもの安全が確実に守られるしくみ
ができるまで、ともに家族を支援していき
ます。

子どもから夢と希望を教えても
らうことからはじめます

家族とともに起きたできごとを
アセスメントします

家族がつくる子どもの安全を
地域とともに支えます
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中野区児童相談所の特徴

１ 初動から一貫したより迅速な対応と意思決定
区児童相談所の判断で、迅速な対応が可能
ＳofＳによるソーシャルワークの平準化

２ 地域と連携したきめ細かい支援の実現
区の子育て支援サービスの活用や地域の関係機関との連携による支援

３ 児童相談所の専門機能が区民の身近に
児童心理司による心理支援や専門医による医学診断、一時保護による行動観察

等、専門的かつ総合的な支援
療育手帳（愛の手帳）の判定の迅速化

４ 一時保護所の運営
個室化、学校と連携した学習支援、英語教育、登校支援、個別外出、第三者に

よる意見表明支援（アドボケイト）、いちほ会議等の実施
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子どもの声を聴く
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子どもの意見聴取等措置（令和６年～）
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担当で検討

●注意事項

●すでにやっていることもある

●どんな時に何を

やるのか

所内周知

●法改正のポイント

●記録の方法

●援助方針会議での記載

再周知
●徹底事項

●手順の見える化

●一時保護時の

司法審査に向けて
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会議提案資料
（例）父は児童相談所に対して「母や〇〇さんが悪いことをするから自分が暴力を振るわざ
るを得ない」との主張を繰り返している。母は〇〇さんが家に帰るにあたって細かく〇〇さ
んへの指示を一方的に書いた手紙を持参したが、〇〇さんは読むことも無く破り捨て母に
対して「殺してやりたい」と発言するなど、親子関係の不調は根深い。〇〇さんは、父母に見
捨てられる不安から施設入所に対して同意しないものの、父母との生活には不安を訴え続
けている。〇〇さんが安全で安心できる環境で養育される中で、親子関係を再構築するこ
とが必要であるため、本件は児童養護施設入所が適当と判断した。
※児童の意向（意向確認日：令和■■年◎◎月▲▲日）父母と一緒に暮らすことは怖いが、
家には帰りたいと施設入所を拒否

援助指針

で児童の意向を記載します。例のように、援助指針に「※」・

児童相談所の方針と児童の意向が一致していない場合は（例）のように、一致していないことをそのまま明記します。・

援助決定の際に子どもが意見を伝えることができることを知らせてください。（別添:意見の伝え方）・

援助方針会議における子どもの意見の取扱い



援助方針会議への子どもの参画
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子どもへ説明

●援助方針会議とは

●会議風景写真

●子どもの意見聴取

●意見表明にかかる児童相談
所の考え

参画する方法

●会議の場に参加

●オンライン参加

●インタビュー撮影

●手紙を書く

●担当者が代読

会議当日
●安心できる空間

●安心できる職員

●多くの子どもの

意見を聴き取る質問

●子どもへのコンプリメント



3人

1人

1人
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委託団体
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【里親家庭・施設等への訪問アドボケイトの運用（委託事業）】
・家庭復帰したお子さんへのアドボケイト対応
・説明シナリオを使用して順次説明。
進捗管理（新権利ノートと合わせて）

【所管施設等への権利擁護普及・啓発、専門研修】
・乳児院へのアドボ導入について進捗確認
・年８回を予定。一保研修も継続実施。

【児童福祉審議会での子どもの声を受け止めるしくみ等】
・新権利ノートと合わせて周知。
児福審で意見を言いたい子がいた際の対応確認。

【意見聴取等措置】
・乳児・幼児の意見聴取方法は継続検討。

【 一保生活ガイド運用、訪問アドボケイト運用】
・外国籍の子向けの作成を検討。
・長期保護児への一保での生活の記録等を渡すことについて検討。
・生活ガイド・私物提供マニュアルの試行実施、
状況の進捗管理。

PTスケジュール ６０６会議室

第 １回 4月１7日（金） １３：00～
第 ２回 5月15日（金） １３：００～
第 ３回 ６月19日（金） １３：００～
第 ４回 ７月１7日（金） 13：00～
第 ５回 ８月21日（金） １３：００～
第 ６回 9月１8日（金） １３：００～
第 ７回 10月16日（金） １３：００～
第 ８回 11月20日（金） 13：00～
第 ９回 12月18日（金） １３：００～
第10回 1月15日（金） 13：00～
第11回 2月19日（金） 1３：００～
第12回 ３月19日（金） １５：００～

分担確認

分担確認⇒子ども・教育政策課
（主に児相・企画調整と連携協
力）

分担確認⇒児相・
一時保護係

分担確認⇒子ど
も教育政策課

分担確認⇒児相・
企画調整係

分担確認⇒子ども・教育政策課
（主に児相・企画調整と連携協
力）
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中野区児童相談所の課題
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１ 社会的養育推進計画の推進
パーマネンシ―保障に基づくソーシャルワークの実践
里親養育の包括的支援の実施
児童相談所が行う措置等の決定時の子どもからの意見聴取の徹底
親子関係形成支援事業の地域展開

２ 児童福祉法等の改正に伴う対応
一時保護の司法審査への適切な対応及び一時保護委託先
登録制度、共同親権等への対応

３ 児童相談機能の維持向上
相談対応件数に応じた職員の確保・育成
適切なリスクアセスメント、専門相談体制の維持
個々の子どもの状況に応じた連携支援の展開
児童相談業務の効率化、第三者評価の振り返り


